「シンポジウム　家族とは」　　　　　中学校三年生

	学習プリント
	言語意識
	言語活動
	単元の目標
	実施時期

	· 「ガイダンスプリント　学習評価表」

・単元の学習のねらいや流れを理解し、学習のおおまかな見通しをもつとともに、単位時間ごとの自己評価をするために使用

· 「家族について考える」

・家族についての自分のイメージを広げるために使用

· 「家族をみつめるー資料収集」

・自分の体験や新聞記事などから家族を扱った話題を集めるために使用

· 「発言内容の整理」

・話題の中から必要な事例を選び出し、内容を整理するために使用

· 「発言メモの作成」

・意見と根拠を明確にして発言メモを作成するために使用

· 「話合いの深め方」

・発言者の意見を聞き分け、質問や意見を言うために使用

· 「シンポジウム」

・話合いを通して家族への考えを深めるために使用


	（相　手）家族とのかかわりが薄くなっている人たちに

（目　的）家族の大切さについて自分たちの考えを知ってもらうために

（場面

・状況）三グループに分かれてのシンポジウムで

（方　法）話合いの話題や方向をとらえた話合いで

（評　価）フロアーとして質問や意見を述べ、家族の大切さについて

話合いを深めたか振り返る。


	シンポジウム
	· 家族や社会の一員としての自覚を深めるために、広い範囲から話題を集めようとしている。　　　　（国語への関心・意欲・態度）

· 話合いが目的に沿って効果的に展開するように、互いの意見の共通点や相違点を聞き分けた上で発言し、自分の考えを深めることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　（話す・聞く能力）

· 相手や目的に応じて話の形態や展開に違いがあることに注意して聞くことができる。　　　　（言語についての知識・理解・技能）


	十月ごろ


単元指導計画（全七時間）

	２
	１
	時

	○自分の体験やドラマ・小説・新聞記事などから家族を扱った話題を集めて整理することができる。
	○家族というテーマを取り上げ、シンポジウムという形で話合いを深める単元であることをつかむことができる。


	ねらい

	１学習課題と本時の評価の観点を確認する。


２自分の体験やドラマ・小説・新聞記事などから家族を扱った話題を集めてプリントに書き出す。

３自分の集めた話題を班の仲間と交流するなかで、多様な視点から家族について考える。

４本時の学習を自己評価する。
	１ガイダンスプリントをもとに単元の学習目標や単位時間の評価の観点をつかむ。


２イメージマップを使って家族から連想することをプリントに書き、イメージを広げる。

３家族について書かれた資料を読んで考えたことを出し合い、家族の大切さや現代社会が抱える家族の問題点について理解を深める。

４本時の学習を自己評価する。
	学習活動

	○家族について扱った話題をできるだけ多く書き出そうとしている。

（学習プリント）

○取材方法を工夫して必要な資料を集めている。

（学習評価表）

　　　　　　　　
	○学習のねらいや流れを理解し、学習の大まかな見通しをもとうとしている。

（学習評価表）

○家族について発想や認識を広げている。

（学習プリント）


	評価規準

	・記事を選び出せない生徒がいることも予想されるので、前日に新聞を一日分持ってくるように指示をする。

・班での交流を行い、家族についての話題を広げるようにする。


	・家族についての質問を教師が行い、イメージを広げるようにする

・家族のよさと問題点が浮き彫りにされるような資料を生徒に提示する。
	指導・援助


	５
	４
	３

	○発言者の意見の共通点と相違点を聞き分け、相違点に対して質問や意見をいうことができる。
	○考えを伝えるために、意見と根拠となる事例の組み立てを工夫して、シンポジウムでの発言メモをつくることができる。
	○取り出した話題の中から、自分の考えを伝えるためにふさわしいものを選び出すとともに、それを支える事例を明確にすることができる。

	１学習課題と本時の評価の観点を確認する。


２サンプルテープを聞き、意見の共通点や相違点を聞き分け、質問や意見を出すこと


	１学習課題と本時の評価の観点を確認する。


２プリントの文章を読み、発言メモをキーワードを中心にしてつくる練習をする。

３意見と根拠をはっきりさせ、キーワードを使って発言メモにまとめる。

４本時の学習を自己評価する。


	１学習課題と本時の評価の観点を確認する。

２自分の集めた話題の中から心を動かされたものを選び出すとともに、発言に必要な事例をはっきりさせる。。

３自分の発言内容を事例と意見とに分けて整理する。

４本時の学習を自己評価する。



	○発言者の意見の共通点や相違点を聞き分けている。

（学習プリント）
	○自分の意見と根拠が明確になっている。

（学習プリント）

○発言内容を発言メモに整理している。

（学習プリント）
	○話題や事例を選び出して整理している。

（学習プリント）

○家族についての自分の意見を確かにもとうとしている。

（学習プリント）

	・サンプルテープを用意して質問の仕方をつかませるようにする。


	・キーワードが見付けられない生徒には何が書いてあったかを問いかける。

・自分が一番伝えたい事柄を単語で書き出させるようにする。


	・自分の発言内容をプリントに整理して伝えたい思いや願いをはっきりもてるように机間指導する。




	７
	６
	

	○家族についてさまざまな立場から意見を出し合い、自分の考えを深めることができる。
	○話合いが目的に沿って効果的に展開するように話したり聞き分けたりすることができる。
	

	１学習課題と本時の評価の観点を確認する。


２キーワードでの発言メモを使って話す練習をする。

３テーマによって三つのグループに分かれてそれぞれの会場でシンポジウムを行い、家族についての考えを深める。

４本時の学習を自己評価する。

５単元を振り返りシンポジウムと家族についての自分の考えの深まりをまとめる。


	１学習課題と本時の評価の観点を確認する。


２キーワードでの発言メモを使って話す練習をする。

３班で役割を交代しながらシンポジウムを行い、話合いが効果的に進むように意見や質問を出し合う。

４本時の学習を自己評価する。


	とをつかむ。　

３二人の発言テープを聞き、それぞれに質問をする場合Ａ、意見の相違点から質問をする場合Ｂを参考に質問を考える。

４班で発言者と聞き手を交代しながら意見の相違点を聞き分け、質問の練習をする。

５本時の学習を自己評価する。

　



	○家族への考えが深まるように質問や意見を出そうとしている。

（学習プリント、学習評価表）

○話合いの話題や方向に注意して聞いたり話したりしている。

（観察、学習評価表）
	○家族への考えが深まるように質問や意見を言おうとしている。

（学習プリント、学習評価表）

○意見の共通点や相違点に注意して聞き分けている。

（観察、学習評価表）


	○相手や目的に応じて質問や問題提起をしている。

（学習プリント、学習評価表）



	・発言メモを使って聞き手を意識して話させるようにする。

・家族についての考えが深まったことを発言や質問の中から取り上げ、評価する。
	・司会の仕方のマニュアルを用意する。

・必要に応じてメモをとって話を聞かせるようにする。


	・必要に応じてメモをとって話を聞かせるようにする。




家族を扱った話題を整理し、書き出そう。





家族について自分の考えを広げよう。




















家族についての自分の思いや願いをはっきりさせ、発言内容を整理しよう。








家族についての意見とその根拠の組立てを工夫して、発言メモをつくろう。





司会者、発言者、聞き手を交代しながらシンポジウムを行い、考えを深めよう。





司会者、発言者、聞き手を交代しながらシンポジウムでの発言や質問に慣れよう。





シンポジウムにおいて話合いを深めるにはどうしたらよいのだろう。








